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１ 実践事項 タイトル「学力向上に向けての取り組み」

（１）「進学重点拠点校事業」

・県の事業として､5教科の教員が単元開発・研究授業等を通して授業実践を行い、その実践を共

有することを目的としている。本校は3年目となっていた。各教科の担当者が創意工夫をこら

し、研究に取り組んだ。

（２）「リクルート スタディサプリ」を活用した自学支援

・昨年度に引き続き、全生徒が登録し、活用。

・動画視聴後の単元テストも各自で取り組める。

（３）朝の学習

・毎朝、ＳＨＲ前の 10分間、自習に取り組んでいる。
（４）「家庭学習ノート」

・後援会の支援を受け、入学時に「家庭学習ノート」を配布。終了すると

進路指導室にて次のノートを受け取ることができ、自学をサポート。

２ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 【家庭学習ノート】

（１）「進学重点拠点校事業」の研究授業の例

※「Google Jamboard」を活用した授業風景

３ 成果

（１）新学習指導要領のスタートに伴い、評価方法も大きく変更となった。「進学重点拠点校事業」

への取り組みによって、単元開発、学習方法の見直しを図っている。評価方法の検討なども試

行錯誤しながら進められている。

（２）ＨＲ担任による呼びかけもあり、家庭学習ノートの使用状況が増加した。

４ 課題

（１）新学習指導要領への対応・・・実施1年目で試行錯誤の段階。評価について、理解と情報共有

が求められる。

（２）スタディサプリ・・・導入 1年目であったが、職員、生徒への浸透度は不充分。課題として検

討を要する。

（３）自学の奨励・・・本校の課題として長年、学習不足があげられており、生徒の向学心を刺激す

る機会をいかにつくっていくか。

【様式1】


